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NOVEMBER
町制 60 周年記念特別表彰
町・教育委員会表彰          ・・・・ ２、３

立山北部小学校新校舎が完成・・・・・５
立山名物米粉うどん（お食事処　吉峰）・・・・１６

　10 月 17 日、犬山市と立山町の姉
妹都市提携 40 周年を記念した交流給
食が行われました。
　町内の小学校で犬山市と立山町の食
材を用いた給食が用意され、児童たち
は特別な献立に目を輝かせていました

（関連記事 5 ページ掲載）。
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　永
年
に
わ
た
り
、
商
工
会
役
員

と
し
て
地
域
商
工
業
の
振
興
お
よ
び

商
工
会
の
運
営
、
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
。
ま
た
、
議
員
活
動
や
消
防
活

動
な
ど
幅
広
く
地
域
の
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
。

坂
さ か い

井　昭
し ょ う じ

二
【榎・86 歳】

◉商工振興功労

　永
年
に
わ
た
り
、
町
の
保
健
衛

生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、

町
医
師
会
長
や
中
新
川
郡
医
師
会

長
と
し
て
、
町
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。黒

く ろ だ

田　惇
あつし

【五百石・69 歳】

◉保健衛生功労

　永
年
に
わ
た
り
、
商
工
会
や
町

料
理
飲
食
業
組
合
お
よ
び
町
食
品

衛
生
協
会
の
要
職
を
歴
任
し
、
地

域
商
工
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
さ
れ
た
。

柴
し ば た

田　和
か ず ひ ろ

弘
【草野・75 歳】

◉商工振興功労

　町
議
会
議
員
と
し
て
、
6
期
24

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
副
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
尽
力
し
、
町
政
進
展
と

住
民
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。

佐
さ え き

伯　靖
や す ひ こ

彦

大
お お は た

畑　年
みのる

さん
【芦峅寺・70 歳】

◉自治功労

教育委員長

　町
観
光
協
会
理
事
と
し
て
、
精

力
的
に
協
会
の
活
動
を
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
の
魅

力
創
出
や
情
報
発
信
な
ど
に
尽
力

し
、
町
の
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
。

竹
た け ご し

腰　治
じ い ち ろ う

一郎
【米沢・64 歳】

◉観光振興功労

　永
年
に
わ
た
り
、
町
食
品
衛
生

協
会
役
員
と
し
て
、
食
品
衛
生
活

動
の
普
及
に
尽
力
し
、
平
成
23
年

か
ら
は
協
会
の
会
長
と
し
て
、
町

の
食
品
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
。

川
か わ じ り

尻　優
ゆ う い ち

一
【新堀・59 歳】

◉食品衛生功労

【芦峅寺・48 歳】

　永
年
に
わ
た
り
、
町
立
芦
峅
公

民
館
主
事
補
と
し
て
公
民
館
運
営

に
尽
力
し
、
社
会
教
育
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
。

志
し た か

鷹　崇
た か こ

子
◉社会教育功労

　永
年
に
わ
た
り
、
町
交
通
安
全

協
会
の
要
職
を
歴
任
し
、
日
ご
ろ

よ
り
精
力
的
・
献
身
的
に
交
通
安

全
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
交
通
事
故

防
止
お
よ
び
交
通
秩
序
の
確
立
に

貢
献
さ
れ
た
。

青
あ お き

木　正
ただし

【前沢・81 歳】

◉交通安全功労

　平
成
8
年
か
ら
町
交
通
安
全
協

会
下
段
支
部
長
に
就
任
し
、
平
成

22
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
協
会
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
交
通

安
全
活
動
の
推
進
に
努
め
、
交
通
事

故
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
。

久
く せ

世　忠
た だ あ き

昭
【坂井沢・69 歳】

◉交通安全功労

　平
成
3
年
に
町
女
性
農
業
士
協

議
会
を
設
立
し
、女
性
の
特
性
を
活

か
し
た
農
業
活
動
の
推
進
に
努
め

ら
れ
た
。
ま
た
、地
産
地
消
の
推
進

や
児
童
へ
の
食
育
教
育
な
ど
、
多
方

面
よ
り
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

島
し ま い

井　美
み つ え

津江
【前沢新町・67 歳】

◉農業振興功労

　商
工
会
理
事
に
就
任
以
来
、
地

域
の
商
工
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、

特
に
建
設
部
会
長
と
し
て
積
極
的
に

部
会
活
動
の
推
進
を
図
り
、
建
設

業
界
の
維
持
振
興
と
商
工
会
の
運
営

に
貢
献
さ
れ
た
。

松
ま つ う ら

浦　博
ひ ろ み ち

通
【古川・71 歳】

◉商工振興功労

　町
議
会
議
員
と
し
て
、
5
期
20

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
議
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
、
円
滑
な
議
会

運
営
に
尽
力
し
、
町
政
進
展
と
住

民
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。土

ど い

肥　洋
ひ ろ し

之
【下白岩・73 歳】

◉自治功労

　昭
和
44
年
総
理
府
に
入
府
以

来
、
初
代
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
女

性
の
地
位
向
上
な
ど
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
執
筆
活
動
を
通
じ

町
の
知
名
度
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。

坂
ば ん ど う

東　眞
ま り こ

理子
【東京・67 歳】

◉ふるさと功労

　永
年
に
わ
た
り
、
町
の
保
健
衛

生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、

町
医
師
会
長
や
中
新
川
郡
医
師
会

長
と
し
て
、
町
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。酒

さ か い

井　啓
け い ご

吾
【五百石・62 歳】

◉保健衛生功労

　36
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
町
消

防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の
生
命

や
身
体
、財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、

平
成
24
年
か
ら
は
消
防
団
分
団
長

と
し
て
、
防
火
意
識
の
普
及
啓
発

に
貢
献
さ
れ
た
。

中
な か や ま

山　征
せ い ぞ う

三
【伊勢屋・58 歳】

◉消防功労

　27
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
町
消

防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の
生
命

や
身
体
、財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、

平
成
24
年
か
ら
は
消
防
団
分
団
長

と
し
て
、
防
火
意
識
の
普
及
啓
発

に
貢
献
さ
れ
た
。

土
ど い

肥　美
よ し の ぶ

信
【金剛新・62 歳】

◉消防功労

　永
年
に
わ
た
り
、
商
工
会
役
員

と
し
て
積
極
的
に
女
性
部
活
動
や

商
工
会
の
事
業
運
営
に
尽
力
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

た
。

林
はやし

　邦
く に こ

子
【五百石・58 歳】

◉商工振興功労

　町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

10
年
間
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
尽
力
し
、
社
会
体
育
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。

岡
お か も と

本　英
ひ で と し

俊
【金剛寺・41 歳】

◉社会体育功労

　平
成
15
年
の
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
就
任
以
来
、
有
形
文
化

財
を
専
門
と
し
て
町
内
に
所
在
す

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
尽
力

さ
れ
た
。

米
よ ね ざ わ

澤　佳
よ し ひ こ

彦
【道源寺・73 歳】

◉芸術文化功労

町
制
60
周
年
記
念
特
別
表
彰

町

　表

　彰

【日中・53 歳】

　永
年
に
わ
た
り
、
町
立
日
中
上

野
公
民
館
指
導
員
と
し
て
公
民
館

運
営
に
尽
力
し
、
社
会
教
育
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

金
か な お

尾　吏
り か

佳
◉社会教育功労

町
教
育
委
員
会
表
彰

　立
山
町
制
60
周
年
記
念
式
典
に
あ
た
り
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
6
人
を
特
別
表
彰
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
表
彰
と
し
て
永
年
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
10
人
を
、
町
教
育
委
員
会
表
彰
と
し
て
社

会
教
育
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
4
人
を
表
彰
し
ま
す
。

　＝
敬
称
略
＝

町
教
育
委
員
長
に
大
畑
さ
ん
が
就
任

　町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
に

大お
お
は
た畑
年み

の
るさ
ん
（
上
宮
）
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　大
畑
さ
ん
は
「
教
育
委
員
長

は
町
の
教
育
方
針
に
関
わ
る
責

任
あ
る
職
務
で
す
。
幅
広
い
教

養
や
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
教
育
環
境
の
整
備
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
目
が
よ
り
輝
く

よ
う
に
努
め
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　任
期
は
平
成
26
年
9
月
ま
で

の
一
年
間
で
す
。
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Interview

金
尾
光
保
、
蔵
林
誠
、
小
森
行
幸
、
松

瀬
修
、
石
𠩤
る
り
子

▼
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
／
原
由
紀

子
、
釈
永
弘
子
、
酒
井
英
子

■
立
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
／
五
百
石
福
寿
会

（
桑
山
俊
彦
会
長
）、
高
野
高
令
会
（
中

田
進
会
長
）

▼
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
／
堀
曉
子
、
田

辺
眞
佐
子
、
齊
藤
恒
久
、
越
本
一
雄
、

黒
田
重
夫
、
土
井
正
雄
、
福
村
利
秋
、

西
田
彌
生
、
中
川
芳
江
、
帳
山
喜
盛
、

森
川
政
雄
、
浦
上
美
喜
子
、
佐
伯
日
出

男
、
林
義
孝
、
國
木
義
麿

■
金
婚
ご
夫
婦

阿
閉
孫
一
・
英
子
、
内
山
義
德
・
百
合
子
、

大
江
曉
・
美
津
子
、
桔
梗
一
夫
・
ミ
ツ
子
、

黒
﨑
道
榮•
増
子
、
藤
城
昇•

孝
子
、

村
木
勝
弘
・
正
恵
、
齋
藤
良
男
・
美
枝
子
、

谷
内
繁
盛•

陽
子
、
和
田
昌
三
・
道
子
、

長
嶋
信
秋•

ミ
サ
オ
、松
井
俊
夫•

タ
マ
ヱ

幼
児
健
診
や
予
防
接
種
な
ど
の
勧
奨
、

妊
婦
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、

子
育
て
サ
ロ
ン
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
な
ど
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
活
動
を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
き

め
細
か
く
展
開
す
る
な
ど
、
地
域
の
母

子
保
健
の
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
古
川
智
子
さ

ん
（
五
百
石
・
69
歳
）
は
「
子
ど
も
が

好
き
で
は
じ
め
た
活
動
が
こ
う
し
て
実

を
結
び
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
、
よ
り

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
が
元
気
な
町
に

な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　栁
原
さ
ん
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
三
世
代
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
や
男
性
の
料
理
教
室
を
開

催
す
る
ほ
か
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
会
長
と
し
て
会
員
の
育
成
と
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
県
協
議

会
副
会
長
と
し
て
県
全
体
の
食
生
活
改

善
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
栁
原

さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
活
動
を
通
し

て
人
の
輪
が
広
が
り
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
み
な
さ
ん
が
健
康
で
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　第
19
回
立
山
町
福
祉
の
集
い
が
10
月

4
日
、町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
や

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
功
労
者
・
団

体
を
表
彰
し
、
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
雷

鳥
苑
の
利
用
者
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

と
合
唱
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
ほ
か
、

食
文
化
史
研
究
家
の
永
山
久
夫
さ
ん
に

よ
る
「
～
元
気
で
長
生
き
１
０
０
歳
食

～

　長
生
き
す
る
た
め
の
食
事
学
入

門
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
と
金
婚
ご

夫
婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
立
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

▼
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
／
澤
井
哲

夫
、
田
村
美
知
子
、
高
田
美
紀
子
、
青

木
一
郎
、
水
田
眞
知
子

▼
民
生
委
員
児
童
委
員
／
中
田
秀
夫
、

　10
月
9
日
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

社
会
参
加
に
つ
い
て
考
え
る
「
第
26
回

い
き
い
き
と
や
ま
健
康
と
長
寿
の
祭

典
」
が
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
福
祉

の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
27
個
人
、
7

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
町
か
ら

は
、
町
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
と
栁

原
久
見
子
さ
ん
（
瀬
戸
新
・
59
歳
）
が

県
知
事
厚
生
部
門
功
労
表
彰
（
公
衆
衛

生
事
業
部
門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　町
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
は
、
乳

1 金婚を迎えたご夫婦へ記
念品が贈られました 2 雷
鳥苑の利用者による歌とダ
ンス 3 食文化史研究家永
山久夫さんの講演

1 完成した立山北部小学校
の外観
2 児童が利用しやすく、快
適に学習できる図書室
3 新しくなった教室では児
童たちの笑顔が一層まぶし
くうつりました

第 19 回立山町福祉の集い

㊨古川さん
（町母子保
健推進員協
議会長）と
㊧栁原さん

県
知
事
厚
生
部
門
功
労
表
彰
に
1
氏
1
団
体

犬
山
市
・
立
山
町
の
お
い
し
さ
を
味
わ
お
う

交
流
給
食

　10
月
17
日
、
町
と
愛
知
県
犬
山
市
の
姉
妹

都
市
提
携
40
周
年
を
記
念
し
、
町
と
犬
山
市

の
特
産
品
を
使
っ
た
同
一
献
立
の
給
食
が
町

内
の
全
8
小
学
校
と
犬
山
市
の
14
小
中
学
校

で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
給
食
は
、
両
市
町
が
特
産
品
を

通
じ
て
食
の
交
流
を
行
い
、
互
い
の
風
土
や

文
化
を
学
び
合
お
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

献
立
は
、
犬
山
市
の
郷
土
料
理
の
混
ぜ
ご
飯

「
に
ん
じ
ん
の
か
き
ま
わ
し
」、
同
市
特
産
の

ご
ぼ
う
の
サ
ラ
ダ
、
赤
み
そ
の
み
そ
汁
や
町

産
の
豚
肉
と
白
ね
ぎ
を
使
っ
た
「
立
山
ポ
ー

ク
の
白
ね
ぎ
ソ
ー
ス
が
け
」
な
ど
6
品
。

　利
田
小
学
校
で
は
、
1
年
1
組
の
児
童
24

人
と
舟
橋
町
長
が
一
緒
に
給
食
を
味
わ
い
ま

し
た
。
混
ぜ
ご
飯
を
お
か
わ
り
す
る
児
童
も

多
く
、「
に
ん
じ
ん
で
ご
飯
が
甘
く
な
っ
て

お
い
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
非
常
用
発
電
設
備
と
し
て
電
力
を
供

給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
室
は

普
通
教
室
、
少
人
数
教
室
と
特
別
支
援
教
室

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
多
様
な
学
習
形
態
に
対

応
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
職
員
室
か
ら
全
校

を
見
渡
し
や
す
く
、
安
全
性
を
重
視
し
た
造

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
会

議
室
は
地
域
に
も
開
放
さ
れ
、
児
童
と
地
域

の
多
世
代
間
交
流
が
可
能
に
な
り
、「
地
域

に
愛
さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　来
年
度
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
る

予
定
で
す
。
旧
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
、
跡
地

に
は
駐
車
場
や
防
災
広
場
・
運
動
体
験
広
場

な
ど
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
新
校
舎
の
完
成
に
よ
っ
て
、
町
内
学

校
施
設
の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
に
な
り
ま

す
。

　立
山
北
部
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、

10
月
17
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　新
校
舎
は
鉄
骨
造
り
3
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
は
３
，
４
５
６
平
方
㍍
で
、
総
事
業
費

は
８
億
７
，
９
５
８
万
円
で
す
。

　屋
上
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
平
常
時
の
電
力
発
電
に
加
え
、
災
害

立
山
北
部
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

舟橋町長と交流給食を楽しむ児童

　教
育
で
は
、
児
童
が
良
い
環
境
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
触
れ
、
見
聞
き
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　児
童
た
ち
に
は
、
こ
の
新
し
い
校
舎

の
美
し
い
教
室
で
よ
く
学
び
、
整
っ
た

音
響
設
備
で
情
操
を
身
に
つ
け
、
伸
び

伸
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 立山北部小学校長

立田ひろみさん

1
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◆ 9 月に開催したセミナーのご報告
●第1回『上手なコミュニケーションの図り方』セミナー

が 9 月 10 日に開催されました。

応募者多数のため、急きょ定員

30 人を 50 人に変更し行いまし

た。会場は参加者の笑顔であふれ

ました。

●合同就職面接会＆説明会が 9 月 15

日に開催されました。

180 人の参加があり、多くの方々の雇

用につながりました。

　この他にも多数のセミナーなどを開催しました。

立山町雇用創造協議会

～にぎわいと雇用の創出プロジェクト～
11 月開催セミナー魅力発信！「立山」の

 立山町雇用創造協議会
　〒 930-1362
　立山町吉峰野開 12 グリーンパーク吉峰内
　☎ 483-4830　FAX483-4831
　E-mail　info@tateyama-koyou.jp
　ホームページ　https://www.tateyama-koyou.jp/

Pick Up News

ピックアップニュース

立
山
区
域
小
・
中
学
校
科
学
展
覧
会
表
彰
式

自
由
研
究
の
優
秀
賞
6
作
品
決
ま
る

「
読
書
通
帳
機
」
披
露
式
も
実
施

立
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証
45
周
年
記
念
式

45 年の歩みを祝う記念式典の様子

ョ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

来
賓
や
関
係
者
な
ど
１
１
０
人
が
出
席
。

志
鷹
新
樹
大
会
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

舟
橋
町
長
や
高
平
公
嗣
県
議
ら
が
祝
辞
を

述
べ
45
年
の
歩
み
を
祝
い
ま
し
た
。ま
た
、

45
周
年
を
記
念
し
た
町
へ
の
寄
附
金
を
活

用
し
て
立
山
図
書
館
に
導
入
さ
れ
た
「
読

書
通
帳
機
」
披
露
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

読
書
通
帳
シ
ス
テ
ム
は
本
の
タ
イ
ト
ル
が

読
書
通
帳
に
印
字
さ
れ
る
も
の
で
、
読
書

通
帳
の
費
用
の
一
部
を
北
陸
銀
行
立
山
支

店
が
負
担
し
、
町
内
の
小
中
学
生
の
希
望

者
に
無
料
で
通
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　9
月
26
日
、
立
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
藤
井
忠
則
会
長
）
の
認
証
45
周
年

記
念
式
典
が
、
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ

「
休
ん
で
か
れ
や
」
に
全
国
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い

高
速
道
路
事
故
に
備
え
連
携
確
認

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
立
山
町
店
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

高
速
道
路
救
急
・
救
助
訓
練

グランドオープンには多くの買物客が訪
れ、店内は大きな賑わいを見せました

高速道路での玉突き事故を想定
し、本番さながらの緊迫した訓
練が行われました

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　同
店
舗
は
、
9
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
後

に
店
内
の
改
善
や
商
品
の
充
実
を
図
り
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
と
し
て
東

北
地
方
の
特
産
品
を
中
心
に
全
国
18
県
の

特
産
品
約
２
０
０
点
を
取
り
扱
い
ま
す
。

ま
た
、
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
「
立
山
う
ま

れ
」
の
各
種
商
品
も
販
売
し
ま
す
。

　今
後
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
取
り
扱
う

品
目
の
追
加
を
行
い
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
予
定
で
す
。

　な
お
、
会
議
室
の
貸
出
や
買
物
代
行

サ
ー
ビ
ス
は
従
来
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

す
る
防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の

充
実
強
化
な
ど
を
目
的
に
高
速
道
路
富
山

県
消
防
連
絡
協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
訓
練
で
は
、
救
急
車
や
ポ

ン
プ
車
、
防
災
ヘ
リ
な
ど
21
台
、
80
人
が

出
動
し
、
交
通
規
制
や
応
急
救
護
所
の
設

営
な
ど
が
迅
速
に
進
め
ら
れ
、
約
1
時
間

で
負
傷
者
19
人
が
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　終
了
後
、
会
長
の
吉
田
一
夫
富
山
市
消

防
局
長
が
講
評
し
、
富
山
利
也
県
警
高

速
隊
長
が
「
訓
練
の
成
果
を
現
場
で
活
か

し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
救
助
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　10
月
19
日
、
五
百
石
の
町
商
工
交
流
館

「
休
ん
で
か
れ
や
」
に
全
国
の
特
産
品
を

集
め
た「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
立
山
町
店
」

　平
成
25
年
度
高
速
道
路
救
急
・
救
助

訓
練
が
10
月
8
日
、
町
総
合
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
高
速
道
路
上
の
事
故
に
対

　一
次
審
査
を
通
過
し
た
自
然
科
学
の
部

57
点
と
社
会
科
学
の
部
30
点
の
う
ち
、
9

月
13
日
の
二
次
審
査
で
、
そ
れ
ぞ
れ
3
点

ず
つ
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
自
然
科
学
の

部
の
受
賞
作
品
は
県
科
学
展
に
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

■
優
秀
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

▼
自
然
科
学
の
部
／
斉
藤
可
修
（
利
田
小

3
年
）、
松
井
芽
依
（
立
山
中
央
小
4
年
）、

酒
井
智
翔
（
雄
山
中
2
年
）

▼
社
会
科
学
の
部
／
松
井
信
（
立
山
中
央

小
1
年
）、
竹
島
徹
（
舟
橋
小
6
年
）、
水

野
克
哉
（
雄
山
中
2
年
）

　立
山
区
域
小
・
中
学
校
科
学
展
覧
会

表
彰
式
が
9
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
小
・
中

学
校
の
児
童
・

生
徒
が
取
り

組
ん
だ
自
由

研
究
の
中
か

ら
6
作
品
の

優
秀
賞
が
選

ば
れ
、
受
賞

者
に
賞
状
と

記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

優秀賞を受賞されたみなさん

☞農家民泊事業
講師　トップツアー㈱　山田 徹 氏
　トップツアー㈱の本社教育旅行事業部在席の農家民泊
のスペシャリストが、その素晴らしさを伝える。
●第 2 回　講習会
～農家民泊体験　子供たちは何に感動するのか～　
日時　11 月 7 日㈭　13 時半～15 時半
場所　グリーンパーク吉峰内グリンパル
●第 1 回　先進地視察
～長野県「しなの里山民泊の会」～
期日　11 月 8 日㈮
場所　長野県長野市

☞上手なコミュニケーションの図り方
講師　㈱ SORA 代表取締役　角本 紗織理 氏
　13 万人以上が学んでいる性格診断ツール「SP トラ
ンプ」を活用したセミナー。今までにないひと味違った
研修です。
❶第 3 回 『「SP トランプ」を使ったタイプ別コミュニ
ケーション』
日時　11 月 14 日㈭　13 時～16 時
❷第 4 回 『相手の心を掴

つか

むコミュニケーションマジック』
日時　11 月 15 日㈮　10 時～12 時
場所　❶❷町元気交流ステーション 2 階小会議室
定員　❶❷ 20 人程度

☞『農業担い手育成セミナー』
講師　㈲土

ど ゆ う の

遊野　取締役　橋本 順子 氏
●第 1 回　土遊野が語る農業の明るい未来
日時　11 月 21 日㈭
　　　　第 1 部　13 時～14 時 45 分
　　　　　『中山間地の農業の可能性～土遊野の試み～』
　　　　第 2 部　15 時～17 時
　　　　　『経営者マインドの育成～ワークショップ～』
場所　町元気交流ステーション 2 階小会議室
※2回目以降の開催スケジュールは雇用創造協議会ホー
ムページをご覧ください（全 5 回のシリーズです）。

☞『立山ブランド販路拡大セミナー』
講師　笑売繁盛㈱　代表取締役　桶下 眞理 氏
　ネットショップ「激安ドットコム」を経営。ミクシィ
では「世界のミクシィ女王」と呼ばれるカリスマ講師
●活用編～より効果的に情報発信しよう～
日時　11 月 26 日㈫　13 時～15 時
場所　町元気交流ステーション 2 階小会議室
定員　20 人程度

☞『農業経営基盤セミナー』
講師　税理士　森 剛一 氏
日時　❶ 11 月 30 日㈯　13 時～15 時
　　　　　『消費税と TPP を踏まえた農業経営の視点』
　　　❷ 12 月 1 日㈰
　　　　第 1 部　10 時～12 時
　　　　　『農業経営の基礎知識（仮題）』
　　　　第 2 部　13 時～15 時
　　　　　『農業経営の実践経理（仮題）』
場所　❶❷町民会館 3 階展示室

◎参加費は全て無料です。
◎協議会ホームページからお申込みください。

（電話でのお申込みも可能です）
◎雇用保険の就職活動の一つに認定されます。
◎開催日時と詳細についてはホームページおよび
チューリップテレビの地域情報配信サービス『まいぷ
れ× 6 ｃｈ』（チューリップ TV →ｄボタン（データ
放送）→まいぷれ→セミナー情報）でご確認ください。
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まちの身近な話題をレポート

カメラルポ
らいじぃ

9

実りの秋 ラ・フランス収穫始まる
上東果樹生産組合が初収穫

まちの身近な話題をレポート

カメラルポ

1 五百石駅の駐車場で大きく手を
振る参加者
2 横江（立山）では観光バスにも
手を振りました
3「多手山プロジェクト体験会」
の様子。アルプスエキスプレスの
車内は笑顔であふれていました

　町の特産品である西洋ナシ「ラ・フランス」の初
収穫が 10 月 7 日、寺林良夫さん（四谷尾）の畑で
行われました。ラ・フランスは上東果樹生産組合が
上段・東谷地区の農家 5 戸の計 70 ㌃の畑で栽培し
ていて、今年は例年より 2 割多い 16 ㌧の収穫を見
込んでいます。生産組合長の薄田貞夫さん（四谷尾）
は「今年は好天に恵まれ、実が大きく、甘みも十分」
と豊作に笑みをこぼしていました。
　収穫された果実は、生産者宅や 11 月 10 日開催
の「たてやま特産まつり」などで販売されます。また、
果実から作られた立山ブランド「ラ・フランスジュー
ス」も売り出されます。

立山へ向かう観光客へ手を振ろう
第4回多手山プロジェクト

　10 月 12 日、立山へ向かう観光客へ手を振ってお
もてなしをする企画「多手山プロジェクト」が実施さ
れ、参加者は地鉄立山線沿線から電車に向かって笑顔
で観光客に手を振りました。1 年前の第 1 回目には
70 人だった参加者は回数を重ねるごとに増え、第 4
回目となる今回は約 370 人が参加しました。
　また、観光列車アルプスエキスプレスに乗って手を
振られる体験ができる「多手山プロジェクト体験会」
が行われ、参加者は「手を振られて目頭が熱くなった」、

「ほのぼのとした立山町の良さが伝わった。観光客も
喜んでくれると思う」と話していました。

1

1

100 歳の祝い

松井キヨさん、100 歳おめでとう

　10 月 6 日、松井キヨさん（米沢）が 100 歳を迎え、11 日に
舟橋町長が自宅を訪問し、長寿を祝いました。舟橋町長から祝い
状と記念品を受け取ったキヨさんは「長生きしたおかげで立派な
賞状をいただくことができて、とてもうれしいです」と笑顔で話
しました。キヨさんは大正 2 年に 10 人きょうだいの長女として
立山町米沢で生まれ、21 歳のときに結婚。夫婦で理髪店を営み
ながら 2 男 1 女を育て上げ、孫 6 人、ひ孫 7 人に恵まれました。
90 歳半ばまで畑仕事をしていたというキヨさんの元気の秘訣は、
好きなものをたくさん食べることと運動だそうです。

1 舟橋町長からの祝
い状と記念品を笑顔
で受け取るキヨさん
2 ご家族や親戚の方
も 100 歳の長寿を
祝いました

1

2

1 手塩にかけた果実を一つ一
つ丁寧に摘み取る寺林さん
2「収穫直後は 12 度ほどの
糖度が、追熟することで 15
～16 度になり肉質もなめらか
になります」と話す薄田さん

2

1 返却カウンターで本
を受け取る生徒。参加し
た生徒たちは笑顔で対応
していました
2 本棚の整理について図
書館職員からの説明を真
剣に聞いていました

1 巧みなスティック
さばきでボールを打つ
参加者
2 真剣な表情でボール
の行方を見守る様子

2

学校外での職場体験を通じて社会に触れる
働くことを考える「14歳の挑戦」

　「14 歳の挑戦」が 9 月 30 日～10 月 4 日に町内 85
の事業所や福祉施設などで行われ、雄山中学校の 2 年
生 250 人が職場体験を通じて、働くことの大切さや喜
びを学びました。
　町元気交流ステーションにある立山図書館では生徒た
ちが司書の仕事を体験し、窓口でのカウンター業務や書
籍の整理などに真剣な表情で取り組んでいました。
　藤橋崇史さん（米沢）は「返却された本を間違わずに
元の場所に戻したり、本棚を整頓したりと細かな作業が
多くて大変でした。普段、何気なく利用していた図書館
ですが、たくさんの人に快適に利用してもらうことは大
変だと分かり、とてもよい体験になりました。将来は図
書館の司書など本に携わる仕事をしたいです」と話しま
した。

常願寺川公園杯第 20 回親善ゲートボール大会

ゲートボールで元気ハツラツ！

　10 月 5 日、常願寺川公園芝生スポーツ広場で常願
寺川公園杯第 20 回親善ゲートボール大会が開催され
ました。町や近隣市町村の愛好家、31 チーム約 200
人が参加し、日ごろの練習の成果を発揮しました。
　大会はリーグ戦の予選とトーナメント戦の決勝戦で
行われ、8 個のコートそれぞれで白熱した試合が繰り
広げられていました。参加者はボールの転がる先を
固
か た ず

唾をのんで見守り、ゲートを通過すると「ナイス
ショット！」と大きな歓声をあげていました。
　熱戦の結果、四ツ葉クラブ（富山市）が大会を制し
ました。
■常願寺川公園杯第 20 回親善ゲートボール大会結果
A ゾーン❶四ツ葉クラブ（富山）❷月岡（富山）
　　　　❸スマイリ立山（立山）、和合（富山）
B ゾーン❶もなみクラブ（富山）❷ GOD（立山）

1

立山舟橋商工会　軽トラ市

軽トラックの荷台がお店に

　軽トラックの荷台で様々な商品を販売する「軽ト
ラ市」が 10 月 5 日、立山舟橋商工会館前の駐車場
で行われました。
　商店街の活性化や消費者・生産者が気軽に交流で
きる場をつくろうと、立山舟橋商工会が開催しまし
た。会場には個人や団体の軽トラック計 7 台が集ま
り、荷台には町内で採れた新鮮な野菜や米粉パンな
どが並びました。町商工交流館「休んでかれや」か
らは東北各県の名産品を集めた東北物産フェアが出
店しました。また、来場者には無料でたこ焼きが振
る舞われ、会場は大きなにぎわいをみせていました。

1 軽トラの荷台に並べられた新鮮
な野菜や果物
2 いろいろな種類の米粉パンを前
に子どもたちもうれしそうでした
3 青森や岩手など東北各県の名産
品が集まった東北物産フェア

1 2

3

3

1

2

2
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期
日

　11
月
12
日
㈫
、12
月
10
日
㈫

相
談
時
間

　10
時
～
12
時

　
　
　
　
　13
時
～
15
時

※
受
付
は
14
時
半
ま
で
で
す
。

場
所

　町
民
会
館

※
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、

預
金
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
家
族
な
ど
代
理
の
方
の
場
合

は
、別
に「
委
任
状
」が
必
要
で
す
。

●
年
金
相
談
の
日
程

年
金
だ
よ
り

Information

図書館おすすめ ザ 一冊

介護保険アレコレ

■「楽園のカンヴァス」［原田マハ著］
スイスの大富豪が所蔵する 1 枚の　　　　　　　　

絵。その絵はルソーの名作と、ほとん　　　　　　　　
ど同じものだった。

そこに招かれたのは、ニューヨー　　　　　　　　
ク近代美術館のティム・ブラウンと新　　　　　　　　
進気鋭の研究者、早川織絵。富豪は、　　　　　　　　
2 人に絵の真

しんがん

贋を判定するよう依頼し、ある１冊の古書
をヒントとして 2 人の前に置いた。カンヴァスに描か
れた真実を判定する期限は 7 日間。真

しんがん

贋をより正しく
判定した者に渡される、絵の所有権をめぐって描かれる
鮮やかなミステリー。

美術館での勤務経験を持つ作者ならではの絵画描写
と、引き込まれていく世界観は、芸術の秋にぴったりの
１冊です。
■新着図書
◇古本の時間［内堀弘著］◇哲学書で読む最強の哲学入
門［竹田青嗣著］◇もういちど読む山川日本近代史［鳥
海靖著］◇戦後復興首脳列伝［麓直浩著］◇東京凸凹地
形案内［今尾恵介監］◇勉強するのは何のため［苫野一
徳著］◇宇宙図［青木和光監］◇タワーの文化史［河村
英和著］◇パリジェンヌ流おしゃれの魔法［Ｆヴェセッ
ト他著］◇アーミッシュ料理［堤純子著］◇兼六園［金
沢城・兼六園管理事務所監］◇高砂［宇江佐真理著］◇
秀吉を討て［竹内涼著］◇皆勤の徒［酉島伝法著］◇ま
るごとだいこん［八田尚子著］◇きょうりゅうが走る［た
かしよいち作］
■開館時間
▶日～土曜日 9 時半～19 時 ※休館日はありません。
問立山図書館☎ 463-0634

1011

■『地域包括支援センターとは』
　地域包括支援センターは、公的な『高齢者の総合相
談窓口』です。高齢者やご家族の方が住み慣れた地域で
安心して生活していただけるように、在宅生活における
様々なご相談に応じます。介護保険の相談、公的保険福
祉サービスの紹介や申請手続きのお手伝いもします。
　スタッフは、保健師、主任ケアマネージャー、社会福
祉士などです。ご利用は無料です。ご相談は、来所、電
話、手紙、訪問などいずれも受け付けます。気軽にご相
談ください。
●立山町地域包括支援センター
〒 930-0221　前沢 1169（町元気交流ステーション
3 階）☎ 462-9088
■ 11 月の介護保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収　ありません

（次回は 12 月の公的年金支払い時に天引きされます。）
▶普通徴収　第 5 期（12 月 2 日㈪納期限）
※口座振替の方は、残高の確認をお願いします。
問中新川広域行政事務組合介護保険課

（舟橋村国重 242）☎ 464-1316

■
11
月
の
納
税
（
料
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
5
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
5
期
）

納
期
限

　12
月
2
日
㈪

※
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
税
を
考
え
る
週
間

　11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
税
に
関
す
る

展
示
を
行
い
ま
す
。

問
役
場
税
務
課
収
納
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
１

　国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。

　社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
11
月
上
旬
に「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　10
月
以
降
に
今
年
は
じ
め
て
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の

2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ

れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の

■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
～
年
末
調
整
・
確
定
申

告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

み
ん
な
の
税
か
わ
ら
ば
ん

■ 町民カレッジ受講生募集！
特別講座『足腰元気！ロコモ体操』
　ロコモ（関節や筋肉などの運動器能力が低下し、要
介護になる危険度が高い状態）予防のために、簡単な
体操で汗を流しましょう。
日時　11 月 29 日㈮　9 時半～10 時半
場所　町勤労青少年ホーム
講師　大井 紀子 氏（フリーインストラクター）
定員　15 人（定員になり次第締切）
参加費　200 円（受講負担金・保険料を含む）
持参物　タオル、動きやすい服装、水分
問役場教育課生涯学習係　☎ 462-9982

■ 町インターカレッジ
　　　コンペティション 2013 開催！
　昨年に引き続き、県内外の大学生が町の活性化企画
を提案し、競い合うコンペティションを開催します。
学生ならではの斬新なアイデアが多数発表されますの
で、ぜひお立ち寄りください（入場料無料）。
日時
　開会式・予選発表　12 月 1 日㈰　12 時半～18 時
　本選発表・表彰式　12 月 2 日㈪　8 時半～13 時 
場所　町民会館大ホール

【参加予定大学（10 大学 12 ゼミ）- 順不同 -】
獨協大学、明治大学（3 ゼミ）、近畿大学、流通科学大学、
山口大学、武蔵野大学、昭和女子大学、跡見学園女子
大学、富山大学、富山国際大学
問役場商工観光課観光交流係　☎ 462-9971

■ 平成 26 年立山町成人式
日時　平成 26 年 1 月 12 日㈰　10 時～
場所　町民会館大ホール
対象者　平成 5 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月 1 日に
生まれた方
※町外に転出などされた方でも式典に出席できます。
問役場教育課生涯学習係　☎ 462-9982

■ 町制 60 周年記念

 　「2013 立山舟橋商工フェア」
　　＆第 25 回たてやま特産まつり

日時　11 月 10 日㈰　10 時～15 時半
場所　町民会館および会館前駐車場
　「わが町、わが村、ふるさとが育む強い絆」をテー
マに全国の特産品や地元産の野菜、農産加工品などを
販売します。また、県警音楽隊の演奏や町内の獅子舞
などの伝統芸能の競演、「第１回立山町米・食味鑑定
コンテスト」の開催など内容がもりだくさん。美味い
もん市のフードコーナーや白バイ・パトカーの展示も
ありますので、ご家族おそろいでご来場ください。
問立山舟橋商工会  （商工フェア）☎ 463-1221
　役場農林課農政係（特産まつり）☎ 462-9973

■ 立山自然ふれあい館のイベント
そば打ち体験
日時　11 月 10 日㈰　午前の部　10 時～12 時
　　　　　　　　　　　午後の部　13 時～15 時
定員　午前・午後ともに各 10 組（1 組 1 ～ 4 人）
参加料　1 セット（4 人前）2，000 円（要予約）
※ 11 月 17 日㈰に予定しておりました新そば祭りは
中止になりました。
問立山自然ふれあい館　☎ 462-8555

■ 第 32 回立山町勤労青少年ホーム祭
日時　11 月 24 日㈰　9 時～15 時
場所　町勤労青少年ホーム
　ホームで開講されている各教室による発表や作品展
示、体験参加が行われます。
　また、アトラクションや出店も豊富で、地産地消加
工施設の農産加工品やお菓子などを販売します。
　その他、ゲームやお楽しみ抽選会も行われます。
※詳細は配布チラシまたは町ホームページをご覧くだ
さい。
問町勤労青少年ホーム　☎ 463-0321
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■
年
金
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

　老
齢
や
退
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を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
に
は
所
得
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が
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か
り
、
受
け

取
る
年
金
か
ら
源
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徴
収
さ
れ
ま

す
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源
泉
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収
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け
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扶
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書
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は
が
き
）
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出
し
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れ
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な
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せ
ん
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税
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象
と
な
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給
者
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方
へ

毎
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月
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旬
ま
で
に
日
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年
金
機

構
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ら
扶
養
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族
等
申
告
書
が
送
付

さ
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出
期
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必
ず
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し
て
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だ
さ
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期
限
ま

で
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出
さ
れ
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い
と
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控
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受
け
ら
れ
ず
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多
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な
る
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あ
り
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課
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方

▼
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８
万

円
以
上
の
方

▼
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８
万

円
以
上
の
方

　な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
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害
年
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族
年
金
に
は
所
得
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が
か
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ま
せ
ん
。

問
魚
津
年
金
事
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所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
５
１
５
３

宝くじ助成金で安全ベストを購入
　（財）自治総合センターの宝くじの収益金で行われる平成 25 年度地
域防災組織育成事業の助成金を活用し、町消防団員へ 180 着の安全
ベストを購入しました。安全ベストには、反射材が縫いつけられて
おり、夜間でも
よく見え、より
安全・円滑に活
動することがで
きます。

第
41
回
花
と
緑
の
大
会

尾
谷
さ
ん
と
種
口
さ
ん
が
受
賞

　10
月
16
日
、
第
41
回
花
と
緑
の
大
会
が
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
2
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　「花
と
緑
の
銀
行
理
事
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
た
尾
谷

道
夫
さ
ん
（
道
源
寺
）
は
、花
と
緑
の
銀
行
立
山
支
店
釜
ヶ

渕
地
方
銀
行
頭
取
と
し
て
地
域
の
緑
化
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
尾
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
緑

化
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　種
口
嵩
人
さ
ん
（
新
瀬
戸
小
学
校
1
年
）
は
、『
み
ず

あ
げ
て
　ぼ
く
も
お
花
も
　に
っ
こ

に
こ
』
の
作
品
で
「
花
と
緑
の
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
朝
顔
の
世

話
を
し
て
い
た
と
い
う
種
口
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
お
花
に
優
し
く

し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

スイスの大富豪が所蔵する 1 枚の　　　　　　　　
絵。その絵はルソーの名作と、ほとん　　　　　　　　

そこに招かれたのは、ニューヨー　　　　　　　　
ク近代美術館のティム・ブラウンと新　　　　　　　　
進気鋭の研究者、早川織絵。富豪は、　　　　　　　　
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②①

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方も受診できます。希望される方は、町保健センターへお申し込みください。
※胃がん検診受診後は、早めの水分補給と下剤の内服が必要です。各自で水やお茶を持参してください。

保健
だ よ り

問い合わせ先
町保健センター☎463-0618

■11月1日から 12 月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書に代わるものです。

パ
パ 

崇
志
さ
ん　

マ
マ 

由
佳
理
さ
ん

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

♥
田
村　

音お
と

く
ん
（
1
歳
6
か
月
）

♥
松
見　

空く
う
が牙

く
ん
（
1
歳
6
か
月
）

パ
パ 

正
志
さ
ん　

マ
マ 

仁
美
さ
ん

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

1歳6か月児健診 11月 14日㈭ 13：00 ～13：30 平成24年5月生まれ 小児科・歯科診察、フッ素塗布（希望者）、栄養相談、
個別相談、子育て相談(臨床心理士）

むし歯予防教室 11月20日㈬ 13：00 ～13：30 フッ素塗布2回～4回目の方 ❶歯科診察
❷フッ素塗布（歯ブラシを持参してください）

3歳児健診 11月 21日㈭ 13：00 ～13：30 平成22年7月生まれ 小児科・歯科・耳鼻咽喉科診察、尿検査、栄養相談、個別相談、
必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

4か月児健診 11月26日㈫ 13：00 ～13：30 平成25年7月生まれ 小児科診察、離乳食について、個別相談

ベビママ相談 12月 4日㈬ 13：00 ～13：30 平成24年4・5月生まれ
母乳相談がある方は要予約 小児科診察、栄養相談、個別相談、母乳相談（助産師）

パパママ教室 12月 7日㈯    9：00 ～ 9：15 平成26年1～3月に
第一子出産予定の夫婦

ビデオ学習、 お産の知識と準備、 パパの育児参加につい
て、 もく浴体験など（要予約）

■小児用肺炎球菌ワクチンの切り替えについて

　4 月 1 日から定期予防接種になっている小児用

肺炎球菌ワクチンですが、11 月 1 日からこれまで

の 7 価ワクチンから 13 価ワクチンに切り替わり

ます。これによって、より広範囲な肺炎球菌による

感染症の発症を予防することができると期待されて

います。

※接種スケジュールはこれまでと変わりありません。

問町保健センター☎ 463-0618

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康管理業務に使用するためであり、
ほかの目的で使用することはありません。成人保健

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

骨粗鬆症検診 11月 24日 ㈰ 9：00 ～10：30 町保健センター
（町元気交流ステーション3階）

○対象者　70 歳以下の女性
○検診料　500 円（節目該当者は無料）
○内容　超音波法による骨密度測定、保健指導

胸部レントゲン
（結核・肺がん） 11月 24日 ㈰ 8：30 ～10：30

町保健センター

（町元気交流ステーション前）

○対象者
　肺がん検診…40 ～ 64 歳
　結核検診、肺がん検診…65 歳以上
○検診結果は精密検査が必要な方のみ通知します。
　受診後約 1 か月が経過しても通知がない場合
　は、精密検査の必要はありません。
※病院、職場等でレントゲン撮影を受けた方は
　保健センターへご連絡ください。

胃・大腸・子宮・
乳がん検診 11月 24日 ㈰ 8：30 ～ 9：30 町保健センター

（町元気交流ステーション3階）

○対象者
　胃・大腸・乳がん検診…40 歳以上
　子宮がん検診…20 歳以上
　※ 40 歳未満の方でがん検診を希望される方は
　　集団検診で受診できます。
○がん検診は事前にお申し込みが必要です。
　町保健センターまでご連絡ください。
○胃、子宮、乳房がん検診はそれぞれ 500 円の　
　自己負担金がかかります。ただし、節目検診、　
　クーポン検診該当の方は無料です。
○大腸がん検診は無料です。
○検診結果は約１か月後に県健康増進センターか
　ら個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の５　
　日前までに町保健センターでお受け取りください。

大腸がん検診

11月 11日 ㈪

8：30 ～ 9：30 町保健センター
（町元気交流ステーション3階）

12月 10日 ㈫

1213

　11 月のテーマは「脂肪」です。詳しくは町保健センターへお問い合わせください。
※健康づくり川柳の締め切りは毎月末です。また、応募は一人 5 句までにさせていただきます。
※町保健センターでの展示はしばらく休止いたします。

健康づくり川柳募集中！
■ 9 月の優秀作品
テーマ「睡眠」 

・「睡眠の　とれたる朝の　爽やかさ」細川喜久惠さん
・「秋夜長　本を枕に　夢の中」とんがり山男さん
・「早寝して　夜中に目がさえ　深夜便」村田平幸さん

　満 65 歳以上の方を対象に、インフルエンザの予防接種券を交付しています。

体調の良い日に、町内の医療機関で接種を受けてください。

※接種期間中に満 65 歳になる方は、誕生日を迎えてから受けてください。

※接種期間中に転入された 65 歳以上の方は、町保健センターまでご連絡ください。

▶接種期間　11 月 1 日㈮～12 月 28 日㈯

▶接種医療機関　町内 11 医療機関

▶自己負担金　1,500 円

■インフルエンザの予防接種について

■休養・こころの健康講座 ～心理ゲームで自分探し～

日時　11 月 8 日㈮　10 時～11 時半

　　　（受付：9 時半～）

場所　町元気交流ステーション 2 階大会議室

演題　「ストレスとの付き合い方」

講師　臨床心理士　密田 博子 氏

※ご家族、ご友人もお誘い合わせの上、気軽にご参

加ください。

■第 5 回「みらいぶ発耳寄り健康豆知識」

　冬に起きやすい“脳卒中”についてのミニ講座を開

催します。気温が下がり体調管理が気になるこれから

の季節、聞いて得する健康豆知識を増やしませんか？

　また、図書館内には脳卒中に関する本の展示コー

ナーを設けます。ぜひお立ち寄りください。

日時　12 月 7 日㈯　15 時～

場所　立山図書館内　地域情報交流サロン

　　　　　（町元気交流ステーション１階）

テーマ　「脳卒中を予防しましょう！（仮題）」

講師　　富山大学　学長　遠藤 俊
しゅんろう

郎 氏

■ 12 月 1 日は「世界エイズデー」です。

　県中部厚生センターでは、「世界エイズデー」に

あわせ『休日迅速検査』を行います。検査は匿名、

原則無料で受けることができます（要予約）。

日時　12 月 1 日㈰　9 時～12 時

　　　( 予約は 11 月 29 日㈮　17 時まで )

場所　県中部厚生センター（上市町横法音寺 40）

問県中部厚生センター☎ 472-0637

レッドリボンは、エイズに対する

理解と支援の象徴です。

■胸部レントゲン・がん検診はお済みですか？

　今年度の胸部レントゲン検診、がん検診（集団）

の最終日は、11 月 24 日㈰です。対象者への再通知

は行っていませんので、受け忘れにご注意ください。
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臨
時
保
育
士
募
集

勤
務
場
所

　❶
町
内
保
育
所
❷
新
川
保

育
所
❸
釜
ヶ
渕
保
育
所

勤
務
時
間

　❶
8
時
半
～
17
時
も
し
く

は
9
時
～
3
時
半
（
1
月
～
）
❷
7
時

45
分
～
8
時
45
分
・
15
時
半
～
17
時
半

（
12
月
～
）
❸
7
時
45
分
～
9
時
15
分
・

16
時
～
17
時
半
（
11
月
～
）
※
そ
れ
ぞ

れ
時
間
は
応
相
談
。
❷
❸
は
ど
ち
ら
か

だ
け
で
も
可
。

業
務
内
容

　保
育
所
で
の
保
育
業
務

応
募
資
格

　保
育
士

申
込
方
法

　健
康
福
祉
課
（
町
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）
に
あ
る
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
育
士
資
格
証
の

写
し
を
添
付
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

　統
計
調
査
員
の
仕
事
を
し
ま
せ
ん

か
。

応
募
資
格

　町
内
に
在
住
し
、
年
齢
20

歳
以
上
75
歳
以
下
の
方
で
、
税
務
、
警

察
、
選
挙
に
直
接
関
係
す
る
職
に
就
い

て
い
な
い
方

登
録
方
法

　登
録
カ
ー
ド
（
申
請
書
）

に
自
筆
で
記
入
後
、後
日
面
接
を
行
い
、

適
格
と
な
っ
た
場
合
、
登
録
統
計
調
査

員
と
し
て
登
録

※
登
録
カ
ー
ド
は
役
場
企
画
政
策
課

（
2
階
）
に
あ
り
ま
す
。

業
務
内
容

　国
な
ど
が
実
施
す
る
統
計

調
査
の
調
査
員
。
調
査
票
の
配
布
と
回

収
な
ど
を
行
い
、
調
査
書
類
を
町
な
ど

へ
提
出

手
当

　2
～
4
万
円
程
度
の
調
査
手
当

と
交
通
費
な
ど
を
支
給

※
調
査
の
種
類
や
調
査
対
象
数
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
企
画
政
策
課
企
画
広
報
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
８

自
衛
官
募
集

❶
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

❷
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　❶
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
❷
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　❶
▼
推
薦
／
11
月
1
日
㈮

～
12
月
6
日
㈮
▼
一
般
／
11
月
1
日
㈮

～
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮
❷
通
年

試
験
期
日

　❶
▼
推
薦
／
平
成
26
年
1

月
11
日
㈯
～
13
日
㈪
の
指
定
す
る
1
日

▼
一
般
／
1
次
：
平
成
26
年
1
月
18
日

㈯
、
2
次
：平
成
26
年
2
月
1
日
㈯
～

4
日
㈫
の
指
定
す
る
1
日
❷
筆
記
試

験
：
11
月
23
日
㈯
、
身
体
検
査
：
11
月

24
日
㈰

問
自
衛
隊
魚
津
地
域
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
０
３
６

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◉
募
集
住
宅

《
低
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

江
崎
町
営
住
宅
（
3
Ｄ
Ｋ
）
1
室

募
集
期
間

　11
月
1
日
㈮
～
11
日
㈪

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

《
中
堅
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅（
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）4
室

募
集
期
間

　常
時
受
付

※
入
居
要
件
や
家
賃
に
つ
い
て
は
役
場

建
設
課
窓
口
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

（
仮
称
）
新
五
百
石
保
育
所
の

運
営
事
業
者
を
募
集

　町
立（
仮
称
）新
五
百
石
保
育
所（
平

成
27
年
4
月
前
沢
地
内
で
開
所
予
定
）

の
運
営
業
務
を
委
託
す
る
法
人
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

❶
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
法

人
で
あ
る
こ
と
。

⑴
立
山
町
、
富
山
市
、
滑
川
市
お
よ
び

上
市
町
内
に
法
人
の
事
務
所
を
置
き
、

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た

保
育
所
ま
た
は
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

認
可
を
受
け
た
幼
稚
園
を
運
営
し
て
い

る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

⑵
誠
実
か
つ
良
好
な
運
営
実
績
を
有

し
、
今
後
も
継
続
し
て
運
営
す
る
意
思

が
あ
る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

❷
社
会
福
祉
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
そ

の
他
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に

立
山
町
の
保
育
行
政
を
理
解
し
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育
事
業
を
積

極
的
に
実
施
す
る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

募
集
期
間 

11
月
1
日
㈮
～
12
月
26
日
㈭

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

除
雪
可
能
事
業
所
募
集

　冬
期
間
、
高
齢
者
な
ど
の
自
宅
の
除

雪
（
屋
根
雪
下
ろ
し
・
家
周
辺
・
私
道
）

を
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
事
業
所
の
情
報
は

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。登
録
い
た
だ
け
る
事
業
所
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
所
定
の

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限

　11
月
15
日
㈮
ま
で（
以
降
、

随
時
受
付
）

※
町
が
事
業
所
の
仲
介
、
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
４

11
月
の「
み
ら
い
ぶ
☆
き
っ
ず
」

対
象
者

　町
内
在
住
の
1
歳
3
カ
月
ま

で
の
親
子

日
時

　11
月
29
日
㈮ 

9
時
半
～

内
容

　「離
乳
食
の
す
す
め
」
※
試
食
も

あ
り
ま
す
（
先
着
15
組
　要
予
約
）

場
所

　町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
町
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
22
日
㈮

ま
で
に
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　月
～
金
曜
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
イ
ベ

ン
ト
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
の
森
保
育
園

イ
ベ
ン
ト
日 

7
日
㈭
、14
日
㈭
、21
日
㈭
、

●消費生活相談
期日　毎週月、水、金曜日
時間　8 時半～17 時
場所　消費生活相談所
　　　（役場 1 階住民課横）
問消費生活相談所☎ 462-9915
●町ふれあい総合相談センター相談日程
※場所は町元気交流ステーション3階です。
■在宅介護相談
期日　毎週月～金曜日
　　　（休館日除く）
時間　10 時～16 時
相談員 介護支援専門員、ホームヘルパー
■心配ごと相談
期日　毎週木曜日（休館日除く）
時間　13 時半～15 時半
相談員　民生児童委員
■無料法律相談【予約制】
期日　11 月 7 日㈭、12 月 5 日㈭
時間　13 時半～15 時半
相談員　弁護士
■行政相談
期日　11 月 14 日㈭
時間　13 時～16 時
相談員　行政相談委員
■人権相談
期日　12 月 18 日㈬
時間　13 時～16 時
相談員　人権擁護委員
各種相談日程の問い合わせ先
町社会福祉協議会☎ 463-5856
●税務課、住民課延長窓口
　毎週月曜日（閉庁日除く）は税務
課と住民課窓口を 18 時半まで延長
しています。
11月開設日　11 日、18 日、25 日
▶税務課　町税などの収納、町税に
関する税証明の交付
▶住民課　戸籍謄抄本・住民票・印
鑑証明の交付、印鑑登録、医療費助
成申請など医療費に関すること
問役場税務課収納管理係☎ 462-9951
問役場住民課住民係☎ 462-9962
問役場住民課医療保険係☎ 462-9956

28
日
㈭

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

あ
お
ぞ
ら
保
育
園

イ
ベ
ン
ト
日

　1
日
㈮
、
6
日
㈬
、
13

日
㈬
、
27
日
㈬

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

高
原
保
育
園

イ
ベ
ン
ト
日

　5
日
㈫
、
12
日
㈫
、
19

日
㈫
、
26
日
㈫

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

西
部
児
童
館

イ
ベ
ン
ト
日

　毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

11
月
の
子
育
て
支
援

　時
間
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
詳
し
く
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩
峅
保
育
所

　期
日

　13
日
㈬

問
岩
峅
保
育
所
☎
４
８
３
・
１
４
５
１

釜
ヶ
渕
保
育
所

　期
日

　13
日
㈬

問
釜
ヶ
渕
保
育
所
☎
４
６
３
・
０
５
９
８

下
段
保
育
所

　期
日

　6
日
㈬

問
下
段
保
育
所
☎
４
６
３
・
１
８
４
５

五
百
石
保
育
所

　期
日

　8
日
㈮

問
五
百
石
保
育
所

☎
４
６
３
・
４
６
５
６

新
川
保
育
所

　期
日

　20
日
㈬

問
新
川
保
育
所
☎
４
６
２
・
１
１
１
１

日
中
上
野
保
育
所

　期
日

　12
日
㈫

問
日
中
上
野
保
育
所

☎
４
６
２
・
２
３
８
７

む
つ
み
こ
ど
も
園 

期
日 

15
日
㈮
、
26

日
㈫

問
む
つ
み
こ
ど
も
園

☎
４
６
２
・
１
５
７
０

ひ
き
こ
も
り
な
ど
家
族
相
談

　ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て

い
る
ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ

う
に
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

期
日

　11
月
28
日
㈭

時
間

　▼
14
時
～
15
時
／
座
談
会
▼
15

時
～
17
時
／
個
別
相
談（
希
望
者
の
み
）

場
所

　県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

※
個
別
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

☎
４
７
２
・
０
６
３
７

第
25
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

　12
月
4
日
㈬

　10
時
～
15
時

場
所

　富
山
県
総
合
福
祉
会
館(

サ
ン

シ
ッ
プ
と
や
ま)

1
階
福
祉
ホ
ー
ル

内
容

　特
別
講
演
「
地
域
で
生
き
る
た

め
の
希
望
と
学
び
～
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ヘ
～
」

お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
相
談
支
援
」

参
加
費

　無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

問
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

☎
４
３
８
・
５
５
６
０

問
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

☎
４
３
８
・
２
２
３
３

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
で

髙
嶋
さ
ん
が
最
優
秀
賞

　県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
が
実
施
す

る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
す
る
壁

新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
町

内
か
ら
次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
壁
新
聞
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
／
髙
嶋
雛
子
さ
ん
（
新
瀬

戸
小
学
校
5
年
）
▼
優
秀
賞
／
森
井
結

衣
子
さ
ん
（
立
山
中
央
小
学
校
5
年
）

船
見
明
花
里
さ
ん
（
新
瀬
戸
小
学
校
6

年
）、
岡
本
璃
玖
さ
ん
（
立
山
小
学
校

6
年
）
▼
佳
作
／
酒
井
香
瑠
さ
ん
（
高

野
小
学
校
5
年
）、中
坪
真
彩
さ
ん
（
立

山
中
央
小
学
校
6
年
）

【
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▼
佳
作
／
松
下
千
紗
さ
ん
（
雄
山
中
学

校
3
年
）

中
小
企
業
年
末
融
資

（
３
０
０
万
円
以
内
）

融
資
期
限

　平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

貸
付
利
率

　年
１
．
６
０
％

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

北
陸
銀
行
・
富
山
銀
行
・
富
山
第
一
銀

行
・
富
山
信
用
金
庫
の
各
立
山
支
店

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

　の
ま
ま
」

　11
月
9
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

▼
9
日
㈯
／
町
内
小
学
生
に
よ
る
１
日

消
防
士
体
験
、
婦
人
消
防
隊
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練

▼
10
日
㈰
／
富
山
市
小
見
地
内
で
大
山

消
防
署
と
の
合
同
防
災
訓
練
、
町
内
を

巡
回
す
る
防
火
パ
レ
ー
ド

※
消
防
団
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　暖
房
機
器
な
ど
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
気
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
、
大
切
な

生
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
町
消
防
署
☎
４
６
３
・
０
０
０
５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　現
在
使
用
し
て
い
る
お
薬
が
先
発
医

薬
品
の
場
合
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替
え
た
と
き

に
軽
減
で
き
る
金
額
の
目
安
を
は
が
き

ON

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
40

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

と
き
の
差
額
が
５
０
０
円
以
上
あ
る
方

で
す
。

問
役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

　

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

ご
存
じ
で
す
か
？

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

　一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
に
は
「
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
８
８
８
０

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

五
百
石
配
水
池
跡
地

所
在
地

　貫
田
字
南
沢
４
８
９
の
５

地
目

　宅
地

用
途
地
域

　第
1
種
低
層
住
居
専
用
地
域

面
積

　８
８
３
．
９
６
㎡

最
低
売
却
金
額

　１
，
５
０
０
万
円

申
込
期
間

　11
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
役
場
水
道
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
役
場
水
道
課
水
道
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
９

町
職
員
人
事
異
動（
10
月
1
日
付
）

総
務
課
▼
主
事
／
金
尾
元
樹
、藤
田
俊

輔企
画
政
策
課
▼
主
任
／
柳
田
陽
一

税
務
課
▼
主
事
／
松
本
雄
樹

住
民
課
▼
主
任
／
新
山
真
一

建
設
課
▼
主
任
／
那
智
美
香

商
工
観
光
課
▼
主
事
／
北
野
陽
一

教
育
課
▼
主
任
／
水
上
哲
宏
、
林
美
怜

消
防
本
部
▼
消
防
長
（
昇
任
）
消
防
司

令
長
／
荻
生
義
明

くら
し
の

　
 

情
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問町地域包括支援センター☎ 462-9088

ひとこと介護予防
介護予防を考える…介護予防・地域づくりイベント

『自立 de 地域 de いきいき祭』開催！
　高齢化が進み、今、介護をしていない人も、いつか家族
の介護をする立場になったり、介護を受ける立場になるか
もしれません。そう、介護は、誰にとっても身近な問題で
す。このイベントをきっかけに、家族や社会、みなさんで

「介護」について、考えてみませんか？
日時　11 月 9 日㈯　12 時半～16 時
場所　町元気交流ステーション
内容
▶講演会（13 時 15 分～14 時 45 分）
　「目指そう、元気で　にこにこ 100 歳！」
　講師：金沢大学付属病院 富田勝郎 院長
▶体験コーナー「つくろう」「測ろう」「挑戦しよう」
▶介護相談コーナー「介護保険外のサービスについて」
▶ミニ講座「住み慣れた我が家でいつまでも自分らしく」
▶作品展示「介護予防教室・活き粋倶楽部」　
▶障がい福祉事業所紹介・商品販売　　など

広報たてやま　2013.11広報たてやま　2013.11
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善
意
銀
行
～
9
月
受
付
分
～

●
米
谷
満み

え

こ

惠
子　

様　

3
万
円

●
地
元
恵さ
と
し　

様　
　
　

20
万
円

●
中
岩
隆　

様　
　
　

5
万
円

●
林
清
文　

様　
　
　

5
万
円

 

ふ
る
さ
と
納
税

●
園
田
稔
康　

様
（
兵
庫
県
）

1
万
円

●
吉
江
峰
樹　

様
（
東
京
都
）

1
万
円

●
小
笠
賢
一　

様
（
大
阪
府
）

1
万
円

●
森
正
雄　

様
（
神
奈
川
県
）

1
万
円

●
萩
田
真
己　

様
（
埼
玉
県
）

１
万
円

●
松
井
和
隆　

様
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

●
匿
名　

様
29
件　
　

32
万
円

10 月 1 日現在の人口

人口 27,253 人 （－ 264）

男性 13,065 人 （－ 110）

女性 14,188 人 （－ 154）

世帯数   9,166 世帯 （＋ 29）

（　）内は前年同月増減

1～9 月の町犯罪発生状況

件数 54 件 （前年比－19件）

9 月の人の動き

出生 12 人 転入 40 人

死亡 27 人 転出 44 人
TOYAMA

TATEYAMA

町の
　　動き

　吉
峰
温
泉
ゆ
～
ラ
ン
ド
の
休
憩

所
そ
ば
に
あ
る
「
お
食
事
処

　吉

峰
」
で
は
、
米
粉
う
ど
ん
の
味
を

素
直
に
楽
し
め
る
「
米
粉
肉
う
ど

ん
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　細
め
な
が
ら
も
モ
チ

モ
チ
と
し
た
食
感
の
米

粉
う
ど
ん
の
上
に
は
、

「
立
山
ポ
ー
ク
」
と
地
元
産
白
ネ

ギ
、
か
ま
ぼ
こ
。
そ
し
て
町
内
産

の
「
雷
鳥
え
の
き
」
な
ど
、
地
元

の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
か
つ
お
だ
し
の
つ
ゆ
に

立
山
ポ
ー
ク
の
脂
が
か
ら
ま
り
、

あ
っ
さ
り
と
し
な
が
ら
も
コ
ク
が

あ
る
ス
ー
プ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
米
粉
で
で
き
た
う
ど
ん
は
味

を
吸
い
や
す
く
、
だ
し
の
う
ま
味

と
米
の
甘
み
が
一
体
に
な
り
、
ど

こ
か
ホ
ッ
と
す
る
味
を
醸か

も

し
出
し

て
い
ま
す
。

　寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

温
泉
を
楽
し
ん
だ
後
に
食
べ
れ
ば

お
腹
の
底
か
ら
温
ま
る
こ
と
間
違

い
な
し
。
心
も
身か

ら
だ体

も
ぽ
か
ぽ
か

に
な
る
優
し
い
味
で
し
た
。

　米
の
地
産
地
消
と
立
山
の

食
の
魅
力
を
広
く
内
外
へ
発

信
す
る
た
め
、
開
発
さ
れ
た

米
粉
う
ど
ん
。
あ
ん
か
け
や

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
、
天
津
風
な
ど

の
焼
う
ど
ん
や
肉
う
ど
ん
、
鉄
鍋

う
ど
ん
な
ど
の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

が
町
内
の
12
店
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
米
粉
う
ど
ん
を
取
り

扱
う
お
店
を
毎
月
1
店
ず
つ
紹
介

し
ま
す
。
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立山名物う
ど
ん

米
粉

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰

お
食
事
処

　吉
峰
の
「
米
粉
肉
う
ど
ん
」

米粉うどんのお店マップ

●商工会館

町元気交流
ステーション

●
役
場

◦㊧子どもからお年寄りまで幅広い層に人気の米粉うどん。
シンプルなうどんだからこそ米粉の味わいが際立つ一品で
す㊨米粉でできた麺は普通のうどんより煮崩れしやすいた
め、茹で時間は少なめ。食感を大切にしています

編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
25
年
11
月
号
　
通
巻
719

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

立山町ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/   メールアドレス info@town.tateyama.toyama.jp

広
報た
て
や
ま

米粉肉うどん【650 円】
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そ
の
こ
と
、
ひ
と
こ
と

▼
10
月
の
異
動
で
ワ
タ
ル
さ
ん
へ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
ま
し
た
。
3
年
前
の
10
月
に
広
報
担

当
に
な
り
、
取
材
な
ど
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
編
集

し
た
36
冊
全
て
の
広
報
は
、
み
な
さ
ん
の
支

え
が
あ
っ
て
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

締
切
に
追
わ
れ
た
日
々
で
し
た
が
と
て
も
充

実
し
た
3
年
間
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
モ
ト
キ
）

▼
10
月
か
ら
新
し
く
広
報
た
て
や
ま
の
担
当

に
な
り
ま
し
た
。
前
任
の
モ
ト
キ
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
の
第

1
号
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
を
噛
み

し
め
る
と
同
時
に
、
力
不
足
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
記
事
を
お
届
け
す
る
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
た
て
や

ま
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。（
ワ
タ
ル
）

◦グリーンパーク吉峰
　　　　　お食事処　吉峰

（吉峰野開 12）☎ 483-2828
URL/https://www.yoshimine.
or.jp/ ▶提供期間／通年▶営
業時間／平日 11 時～17 時、
休日 11 時～19 時▶定休日
／無休（メンテナンス休業有）
▶駐車台数 80 台
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